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会場時間日程
榎前公民館午後１時１０分～１時４０分４月

９日� 東端公民館午後２時１０分～３時
別所団地公民館午後１時１０分～１時３０分

１０日� 新田町会館午後１時５０分～２時２０分
北明治公民館午後２時４０分～３時
高棚公民館午後１時１０分～１時４０分

１１日�
和泉公民館午後２時１０分～３時
桜井公民館午後１時１０分～２時１０分

１４日�
西尾公民館午後２時４０分～午後３時
東山公民館午後１時１０分～１時３０分

１５日� 里地区コミュニティセンター午後１時５０分～２時３０分
東栄今本町公民館午後２時５０分～３時１０分
石井公民館午後１時１０分～１時４０分

１６日� 赤松コミュニティセンター午後２時～２時２０分
旧農協箕輪支店午後２時４０分～３時

秋葉公園レストハウス前午後１時１０分～１時４０分
１７日� 朝日公園午後２時～２時２０分

東尾公民館午後２時４０分～３時
東部公民館午後１時１０分～１時５０分

２１日�
作野公民館午後２時２０分～３時
美園公園午後１時１０分～２時

２２日�
池浦公民館午後２時３０分～３時

今池住吉町内会公民館午後１時１０分～１時４０分
２３日�

篠目町公民館午後２時１０分～３時
根崎公民館午後１時１０分～１時５０分

２４日�
城ヶ入公民館午後２時１０分～３時

二本木コミュニティセンター午後１時１０分～１時３０分
２５日� 和親館（旧農協新池支店）午後１時５０分～２時１０分

福釜農民会館午後２時３０分～３時
昭林公民館午後１時１０分～１時３０分５月

７日� 古井町公民館午後１時５０分～２時５０分
農協志貴支店午後１時１０分～１時３０分

８日� 浜屋公民館午後１時５０分～２時１０分
北部公民館午後２時３０分～３時１０分
市保健センター午後１時～２時１０日�

所在地動物病院
橋目町青山動物病院
緑町ミドリペットクリニック
桜井町あおみ動物病院
朝日町大島獣医科病院
赤松町ぐれ～ぷ動物病院
大山町パーク動物病院
高棚町りんごの樹動物病院

今池町
あいち犬猫医療センター

杉浦犬猫病院
桜町桜町動物病院

所在地動物病院
小川町さくらい動物病院
赤松町エキスポ安城動物病院
安城町三尾動物病院

知立市新池南陽動物病院
知立市山町こんどう動物病院
刈谷市野田町小笠原動物病院
刈谷市若松町ひまわり動物病院
高浜市向山町あい総合動物病院
高浜市稗田町たかはま動物病院
高浜市湯山町Ｋｅｎ動物病院

所在地動物病院
碧南市久沓町板倉どうぶつ病院
碧南市向陽町パル動物クリニック
碧南市志貴崎町へきなん動物病院
碧南市松本町永田獣医科病院
西尾市下町ウチダ動物病院
西尾市丁田町ハート動物病院
岡崎市戸崎町しばた動物病院
岡崎市大和町ダルク動物病院
豊田市上郷町倉橋獣医科医院
豊田市花園町花園動物クリニック

②登録 ･注射済票交付のできる動物病院

①集合注射会場
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●
会
場　

表
①
ま
た
は
表
②

※
表
②
以
外
の
動
物
病
院
で
注
射
し

た
場
合
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
注
射

済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物　

狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
・

登
録
確
認
通
知
書

●
交
付
手
数
料　
　

円（
別
途
注
射

５５０

料
金
が
必
要
で
す
）

●
そ
の
他
�

病
気
・
妊
娠
な
ど
で
狂

犬
病
予
防
注
射
を
打
て
な
い
と
獣
医

師
が
診
断
し
た
場
合
「
狂
犬
病
予
防

注
射
猶
予
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
こ

れ
を
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
す
る

こ
と
で
、
当
該
年
度
に
限
り
注
射
を

打
っ
た
犬
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
長
期
に
渡
る
病
気
の
場
合

で
も
、
毎
年
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

�
身
体
障
害
者
補
助
犬（
盲
導
犬
・

　

聴
導
犬
・
介
助
犬
）は
登
録
・
注

　

射
済
票
交
付
に
か
か
る
手
数
料
が

　

免
除
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
場
合

　

は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し

　

て
く
だ
さ
い
。
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■
犬
の
登
録
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●
登
録
場
所
�

以
下
の
い
ず
れ
か
。

表
①
、
表
②
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
登
録
手
数
料　

３
０
０
０
円

※
登
録
済
み
の
犬
に
つ
い
て
は
、
４

月
上
旬
に
市
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
・
登
録
確

認
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射
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安
城
市
建
築
物
耐
震
改
修 

促
進
計
画（
案
）

●
提
出
数　

２
人（
３
件
）

●
問
い
合
わ
せ　

建
築
課

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見　

計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
避
難
所
ま
で
の
輸
送
路
」
の
み
で

は
不
十
分
。
災
害
時
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
避
難
所
ま
で
の
ル
ー
ト
は
複

数
あ
る
方
が
望
ま
し
い
。

●
市
の
考
え
方　

避
難
所
ま
で
の
輸

送
路
は
、
市
内
各
避
難
所
か
ら
直
近

の
緊
急
輸
送
道
路
に
通
じ
る
道
路
で
、

な
お
か
つ
、
被
災
し
た
建
築
物
な
ど

で
道
路
閉
塞
す
る
恐
れ
が
少
な
い
と

思
わ
れ
る
も
の
を
設
定
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
計
画
で
示
し
た
こ
の
ル
ー
ト

に
し
ぼ
っ
て
、
沿
道
の
建
築
物
に
つ

い
て
調
査
し
、
耐
震
化
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
城
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
構
想（
案
）

●
提
出
数　

６
人（　

件
）

１６

●
問
い
合
わ
せ　

農
務
課

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見　

安
城
市
の
大
き
な
問
題
で

あ
る
ご
み
問
題
。
生
ご
み
の
た
い
肥

化
は
ご
み
減
量
に
つ
な
が
る
。
そ
の

た
め
の
意
識
付
け
も
こ
の
活
動
に
組

み
込
ん
で
も
良
い
と
思
う
。

●
市
の
考
え
方　

市
は
現
在
「
ご
み

減
量　

％
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

２０

家
庭
か
ら
出
る
燃
や
せ
る
ご
み
の
４

割
は
生
ご
み
。
こ
れ
を
た
い
肥
化
し
、

畑
や
庭
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
ご
み
の
減
量
だ
け
で
な
く
、
農

薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
低
減
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
本
構
想
で
も
、
栽
培

研
修
事
業
や
市
民
農
園
の
整
備
促
進

事
業
の
中
で
、
生
ご
み
の
た
い
肥
化

を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

※
構
想
の　

ペ
ー
ジ
「
栽
培
技
術
研

１５

修�
�
楽
農
人�
入
門
コ
ー
ス
に
傍

線
部
分
の
記
述
を
追
加
し
ま
す
。

「
…
土
づ
く
り（
家
庭
の
生
ご
み
の

た
い
肥
化
）、野
菜
や
花
な
ど
…
」

●
意
見　

新
た
に
「
農
」
に
参
画
す

る
市
民
と
し
て
主
に
高
齢
者
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
農
」
の
場

は
、
子
育
て
中
の
交
流
に
も
適
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
女
性
の
社
会
進

出
が
著
し
い
中
、
子
育
て
期
間
は
、

養
育
者
が
長
時
間
を
地
域
や
家
庭
で

過
ご
す
貴
重
な
期
間
。
育
児
ス
ト
レ

ス
の
解
消
、
養
育
者
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
に
、
共
同
で
農
作
業
を

行
う
こ
と
は
有
用
で
あ
り
、
食
育
の

面
で
も
大
変
望
ま
し
い
の
で
は
な
い

か
。

　

核
家
族
化
が
進
む
中
、「
農
」を
通

じ
て
異
世
代
交
流
の
機
会
が
増
え
れ

ば
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

●
市
の
考
え
方　

構
想
の
施
策
の
対

象
は
、
短
期
的
に
は
高
齢
者
層
の
需

要
が
高
い
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
持
続
可
能
な「
農
」を
考
え
れ

ば
、
食
育
の
面
か
ら
も
幅
広
い
年
代

層
の
市
民
が
気
軽
に
参
画
で
き
る
よ

う
な
事
業
展
開
が
望
ま
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

ご
意
見
の
と
お
り「
農
」を
通
じ
た

異
世
代
交
流
の
活
発
化
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。
今
後
、
本
構
想
の
各
事

業
を
具
体
化
す
る
際
に
は
、
こ
う
し

た
効
果
も
考
慮
し
て
い
き
ま
す
。

※
構
想
の　

ペ
ー
ジ
「
地
域
交
流
事

２１

業
の
開
催
」
に
傍
線
部
分
の
記
述
を

追
加
し
ま
す
。

「
…
利
用
者（
非
農
家
市
民
）と
農
業

者
と
の
交
流
あ
る
い
は
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
世
代
を
超
え
た
市
民
同

士
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
…
」

安
城
市
地
域
情
報
化
計
画（
案
）

●
提
出
数　

３
人（
６
件
）

●
問
い
合
わ
せ　

情
報
シ
ス
テ
ム
課

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見　

自
治
体
の
行
う
地
域
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
試
み
が

多
い
割
に
、
成
功
し
た
例
は
ほ
と
ん

ど
聞
か
れ
な
い
。
い
く
つ
も
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
が
あ
っ
て
も
結
局
、
利

用
者
は
利
便
性
の
高
い
サ
イ
ト
を
利

用
す
る
の
で
、
利
用
頻
度
の
低
い
サ

イ
ト
は
ま
す
ま
す
魅
力
が
な
く
な
り

 
淘  
汰 
さ
れ
て
し
ま
う
。
以
上
の
理
由

と
う 
た

に
よ
り
、
新
た
な
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
構
築
に
は
反
対
で
あ
る
。

※
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
＝
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
入
り
口
と
な
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト●
市
の
考
え
方　

運
営
を
市
が
行
う

場
合
に
は
、
公
共
性
に
伴
う
制
約
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
迅
速
で
柔

軟
な
対
応
が
で
き
る
民
間
で
の
サ
イ

ト
運
営
を
行
い
ま
す
。
地
域
住
民
が

自
由
に
、
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
。
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